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企
部
古
蹟
志
巻
十
九

宮
崎
太
左
衛
門
殿

御
鍋
付
而
申
上
候
。

一
、
開
締
寺
与
申
候
は
.
一
圏
一
今
寺
宛
有
v
之
者
に
而
御
座
候
付
‘

二
百
年
以
来
御
園
之
寺
に
市
御
座
候
。
然
所
御
営
地
開
締
寺
者
、
何
頃

-
同
長
d

よ
り
凡
大
破
仕
故
.
英
賢
様
蛍
地
御
入
部
之
時
分
‘
越
中
守
山
よ
り

御
営
地
へ
引
越
、
御
屋
敷
拝
領
仕
罷
有
申
候
。
微
妙
院
様
右
之
通
被
v

鴛
v
成
=
御
存
知
-
候
一
付
而
、
御
代
に
も
右
之
替
地
与
被
v
成
、
木
新
保
に

而
御
屋
敷
拝
領
仕
、
則
第
a
御
一
意
-
山
城
守
殿
よ
り
地
奉
行
衆
迄
之
妹
、

子
v今
所
持
仕
候
。
然
共
御
侍
中
屋
敷
に
被
v
震
v
成
候
付
而
被
=
召
上
-

候
。
共
御
三
輪
法
蒋
後
叶
屋
敷
を
奔
領
仕
候
。
是
又
御
用
之
由
民
而

ニ
ク
所
共
指
上
申
候
。
共
後
長
九
郎
左
衛
門
下
毘
敷
之
内
被
-
措
置
-

候
得
共
、
屋
敷
せ
ば
〈
御
座
候
付
.
私
代
に
野
町
民
而
千
五
十
歩
、

右
之
筋
目
を
以
拝
領
仕
‘
寺
建
立
可
v
仕
与
存
候
内
に
、
千
岳
長
老
ヘ

被
v
誼
候
付
而
指
上
申
候
。
御
屋
敷
拝
領
仕
候
者
寺
建
立
仕
度
存
.
相

廠
之
材
木
を
も
用
意
仕
置
申
候
。
御
序
も
無
a
御
一
座
-
候
故
遠
慮
仕
罷

在
申
候
私
儀
に
候
へ
ば
、
・
御
慈
悲
を
以
宜
被
昌
仰
付
-
候
様
、
被
=
仰
談
-

被
目
下
候
は
ピ
恭
可
v
奉
v
存
候
。
以
上
。

亥
五
月
三
日

開

蹄

寺

判

は
り
た
る
も
の
也
。
然
る
を
貞
享
二
年
の
由
来
書
等
に
、
木
，
新
保
に

て
寺
地
を
mm
は
り
た
る
詮
書
を
見
繰
り
、
慶
長
十
七
年
泉
野
寺
地
奔

領
之
綬
印
被
v
下
と
戦
せ
た
り
。
叉
開
繍
寺
と

-z・
ふ
寺
は
、
一
闘
一
・
グ

寺
宛
有
v
之
と
い
へ
る
事
は
い
ま
だ
鮮
か
友
ら
4
1
0

暦
臆
二
年
に
天
下

毎
州
置
昌
安
閣
寺
-
と
い
ふ
と
と
は
見
え
た
れ
ど
、
開
締
寺
の
事
い
ま

だ
記
録
に
所
見
た
し
。
遁
考
す
ぺ
し
。

O
霊
松
山
龍
淵
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
蛍
寺
開
基
徳
岩
長
老
、
最

初
小
松
玉
髄
寺
に
住
職
設
し
、
寛
永
三
年
隠
居
致
し
‘
翌
四
年
小
松
よ

り
金
滞
へ
出
、
金
滞
に
寓
居
有
v
之
底
、
同
五
年
前
悶
掛
馬
先
組
鋭

峰
・
織
悶
織
部
・
前
間
八
左
衛
門
を
以
て
、
本
多
安
易
・
横
山
山
城
へ

被
a
申
建
一
犀
川
河
原
に
て
寺
屋
敷
四
十
聞
に
四
十
五
問
拝
領
致
し
、

寺
建
立
。
然
鹿
共
後
右
地
商
御
用
地
陀
被
a
召
上
一
替
地
於
=
呆
野
一
拝
領

移
榔
仕
‘
子
v
今
居
住
す
。
と
あ
り
。
按
や
る
に
.
三
蜜
記
に
は
、
小

松
玉
龍
寺
八
代
の
住
持
徳
岩
史
文
発
和
倫
は
、
恵
畢
和
倫
に
玉
寵
寺

を
相
渡
し
、
金
津
へ
隠
居
せ
ら
れ
、
犀
川
河
原
に
て
寺
屋
敷
二
千
歩

拝
領
し
‘
飽
淵
寺
を
建
立
し
て
前
回
源
峰
等
の
位
牌
所
と
す
。
と
あ

り
。
さ
て
泉
野
な
る
今
の
地
へ
移
柑
仰
せ
し
年
暦
は
い
ま
だ
鮮
か
な
ら

金
滞
古
蹟
志
巻
十
丸

五
，、

前横

岡山

主右
謄、近

殿殿

右
上
申
書
の
如
く
、
最
初
越
中
射
水
郡
守
山
に
在
ν
之
慮
、
金
津
へ
出

で
木
，
新
保
、
共
の
後
三
輪
法
受
下
邸
の
裏
、
共
の
後
泉
野
玉
泉
寺
の

並
び
、
共
の
後
六
勤
林
今
の
地
へ
移
轄
す
と
也
。
蓋
し
按
宇
る
に
、

開
締
寺
は
後
花
園
天
皇
の
御
世
克
正
元
年
の
創
立
に
て
、
越
中
園
射

水
郡
守
山
に
有
v
之
庭
、
利
長
卿
金
海
へ
入
部
あ
り
し
頃
金
津
へ
引
越

し
寺
地
拝
領
と
あ
る
は
‘
慶
長
四
年
の
頃
な
る
ぺ
け
れ
ど
、
共
の
寺

地
は
何
れ
の
地
な
る
か
鮮
か
た
ら
宇
。
右
寺
地
引
揚
に
相
成
に
付

き
、
慶
長
十
七
年
二
月
利
光
卿
の
印
書
を
以
て
、
木
，
新
保
町
に
於

て
寺
地
賜
は
り
け
る
庭
、
又
々
引
揚
に
相
成
り
、
共
の
後
三
輪
法
受

下
屋
敷
の
裏
に
て
、
寺
地
賜
は
る
慮
、
是
も
引
揚
げ
に
成
り
た
り
と
。

右
は
何
年
の
事
友
ら
ん
か
鮮
か
た
ら
宇
。
さ
て
共
の
後
長
九
郎
左
衛

門
下
屋
敷
内
借
地
設
し
罷
在
底
、

E
保
四
年
八
月
願
に
依
っ
て
、
玉

泉
寺
の
並
び
左
の
方
明
地
千
五
十
歩
を
賜
は
り
た
り
。
然
る
に
寺
池

普
い
ま
だ
無
v
之
故
に
や
、
鹿
安
四
年
に
右
地
面
、
賓
勝
寺
千
岳
一
和
倫

隠
居
地
と
し
て
千
岳
へ
賜
は
れ
り
。
是
今
の
三
間
道
少
林
寺
の
寺
地

也
0

・
依
っ
て
高
治
二
年
五
月
願
に
依
っ
て
、
六
斗
林
の
今
の
地
を
賜

宇
。
改
作
所
醤
記
に
左
の
書
簡
を
載
せ
た
り
。

泉
野
能
回
寺
明
屋
数
民
、
大
か
ら
竹
質
上
に
被
v
致
、
十
村
共
雨
入
つ

け
置
御
う
ゑ
さ
せ
、
廻
り
に
垣
よ
く
い
た
し
候
様
に
御
申
付
可
v
有

候
。
以
上
。未

九

月

廿

四

日

御

算

用

場

橋
本
治
部
左
衛
門
殿
.

林

十

左

衛

門

殿

ハ
悶
川
V

方
は
寛
文
七
年
也
。
按
守
る
に
‘
能
淵
寺
明
屋
敷
と
あ
る
地
は
、
能

淵
寺
の
先
寺
地
な
る
べ
く
、
然
る
時
は
隊
川
河
原
よ
り
泉
野
へ
移
締

し
、
寛
文
七
年
の
頃
今
の
寺
地
へ
再
縛
し
た
る
怠
る
ぺ
し
。
明
治
十

九
年
開
月
廿
六
日
自
火
焼
亡
し
て
今
は
仮
堂
也
。

O
龍
淵
寺
古
偉
話

三
萱
記
に
云
ふ
。
寛
永
九
年
の
頃
、
小
松
玉
龍
寺
八
代
の
住
持
徳
岩

受
文
発
和
倫
は
、
恵
簡
単
和
倫
に
小
松
玉
龍
寺
を
被
昌
相
渡
一
金
津
へ
隠

居
せ
ら
れ
‘
犀
川
の
河
原
麗
庫
金
太
夫
が
芝
居
の
有
る
内
花
、
寺
屋

敷
二
千
歩
拝
領
せ
ら
れ
、
龍
淵
寺
を
建
立
せ
ら
れ
、
源
峰
・
源
古
・
源

必
が
一
門
中
の
位
牌
な
ど
立
て
ら
れ
け
れ
ば
、
前
回
総
・
岡
嶋
黛
・
今

枝
弼
平
次
・
同
九
磁
・
安
見
隠
岐
共
の
外
の
人
々
ベ
源
峰
・
利
粛
夫
婦

五
七




